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て，英語やフランス語のような SVO が最も自然な語順だとは言えない． 
語彙についてみると，フランス語は英語や日本語に比べてその数が少ない．そのため一つ
のことを数語の組み合わせで表すことがよくある．例えば salle à manger（食堂←食べるため





たとえば un peu｢ちょっと，少し｣のような微妙な数量や程度の表現はよく使われる． 
 
(28) J’aime un peu. （ちょっと好き） 
 
(28)で，un peu（ちょっと）は必ずしも少量を表すとは限らず，全体の語調の緩和にも役立っ
ている．この「少量（の）」を表す un peu (de)には，同様の意味を持つヴァリエーションがいくつ
も存在する． 
 
  (faire) un bout de promenade  ちょっと散歩（をする） 
  (faire) un brin de causette   ちょっとおしゃべり（をする） 
  un doigt de vin    ごく少量の（←指ほどの）ワイン 
  une pincée de sel    一つまみの塩 
  une poignée d'opposants   ひと握りの反対者 
  un quarteron de partisans   ひと握りのゲリラ 
  un rien d'admiration   いくらかの賞賛の気持ち 
  un soupçon de lait    ほんのわずかのミルク 
  une touche d'intelligence   いくらかの知性 
  un zeste de bêtise    いくらかの愚かさ 
－石野(1998)，p.9 
 
あいまい表現としては，20 世紀に入って多様されるようになった主語代名詞に on がある．こ
れは状況に応じて漠然と主語を表す． 
 






































Breton, R. Atlas des langues du monde. Une pluralité fragile. (Paris : Autrement, 2003) 
Tomassone (dir.), Grands repères culturels pour la langue française. (Paris : Hachette, 2001) 

